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ふれあい

 ① 認知症介護家族のための「わかちあいカフェ」を見学しました

 ② 藤和鎌倉岩瀬ホームズで杖・車いすの出前講座を開催しました

 ③ ふれあいの泉で地域の皆さんと「芋煮会」を開催します

 ④ 家族介護教室「介護家族のための施設選び入門」開催報告

 ⑤ 12月より民生委員・児童委員が改選となります

 ⑥ 詐欺予防のために固定電話の対策をしましょう

 ⑦ 参加者募集中！注目の企画のご案内
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広報誌

ふれあい便り
はネットにも
掲載しています

日本でクリスマスが広まったのはいつ？
日本にクリスマスが伝わったのは明治時代と言われています。特に明治後期から大正時代に
かけて、デパートがクリスマス飾りやセールを始めたことで、少しずつ一般の人たちにも親
しまれるようになりました。戦後になると家庭でもクリスマスを楽しむ習慣が広がり、現在
のように多くの人が楽しむ行事になりました。

今月号
もくじ



地域活動の紹介① ①ページ

 認知症介護家族のための「わかちあいカフェ」を見学しました

「わかちあいカフェ」は、認知症のご家族を介
護する方が、心を休めながら語り合える場とし
て9月に新設されました。
 会場は、大船駅からバス通り沿いに大船行政セ
ンターへ向かう途中、徒歩約5分の場所にあるビ
ル「塩ムスビ（えんむすび）」内で、月1回程度
のペースで開催されています。
介護の悩みは、同じ経験をしていないと周囲へ
相談しづらい傾向があります。わかちあいカフ
ェでは、ご飯を食べながらリラックスして交流
することができ、現在介護をしている方、以前
介護を担っていた方など、さまざまな立場の方
が参加しています。
参加者からは、
 ①「情報をどこで得ればいいかわからない」
 ②「認知症かもしれないと感じていても、病院
につなぐのが難しかった」
 ③「本人の急な言葉に驚き、どう対応したらよ
いかわからなかった」
 ④「家族の中でも認識がそろわず、支援が進ま
なかった」
 などの声が寄せられました。実際に困っている
方への情報提供や関わり方について、当センタ
ーとしても周知や工夫がまだ足りていないと実
感しました。次回の開催は 12月3日（水）13:00
～15:00 です。ぜひお気軽にご参加ください。



地域活動の紹介② ②ページ

 藤和鎌倉岩瀬ホームズで福祉用具の出前講座を開催

11月15日、岩瀬にある藤和鎌倉岩瀬ホームズに
お住まいの皆さまを対象に、「車いす・杖介助
の学習と体験」をテーマとした出前講座を開催
しました。
 当日は21名の方が参加され、多くの方に関心を
持っていただきました。集会室では、当センタ
ーの紹介に続いて、杖・歩行器・車いすの基本
的な使い方を、実物をお見せしながら説明しま
した。参加者の皆さまが安心して体験に臨める
よう、安全面にも配慮しながら進行しました。
体験では、マンションのエントランスに場所を
移し、スロープやエレベーターを使った実演形
式で行いました。エレベーターは入口幅が狭
く、自走式の車いすではぎりぎりのサイズで、
介助式の一回り小さい車いすでも注意が必要で
した。また、「開」ボタンの延長機能がないた
め、介助者が1人の場合は扉が閉まりやすく、介
助に気を遣う場面もありました。スロープ体験
では2人1組で交代しながら実施しました。本
来、安心して下れる傾斜は13度ほどですが、マ
ンションのスロープは20度と急なため、移動時
は介助者に力が必要でした。特に介助を受ける
側として後ろ向きで降りる際、進行方向が見え
ないため強い不安を感じたという声が複数あり
ました。内容の濃い有意義な講座となりまし
た。12月は認知症の講座を予定しています。



地域活動の紹介③

12月6日、デイサービスセンターふれあいの泉主
催で「芋煮会」を開催します。
 昨年から始まった取り組みで、今年も地域の皆
さまに向けて実施することになりました。
 芋煮はデイサービスセンターふれあいの泉で調
理し、利用者の皆さんがふるまってくださる予定
です。
当日は 先着50食 と限りがありますが、地域の皆
さまにぜひお越しいただければと思います。

芋煮は東北地方に伝わる食文化で、山形・宮城・
福島を中心に、秋の定番イベントとして長く親し
まれてきました。地域によって味付けや材料が異
なるのも特徴です。
 また「芋煮会」は、持ち寄る・自分たちで作
る・みんなで分け合う という交流の要素があ
り、東北以外でもコミュニケーションイベントと
して注目されています。
※ペットを連れてのご参加はご遠慮ください。

③ページ

 ふれあいの泉で地域の皆さんと芋煮会を行います

昨年の様子



地域活動の紹介④ ④ページ

 家族介護教室：介護家族のための施設選び入門

10月30日、「介護家族のための施設選び入門」
を開催しました。超高齢社会のいま、将来的に
介護が必要になり、施設入所を検討する方は増
えていくと考えられます。しかし、事前に情報
を得ている方は多くなく、いざというときに家
族が多くの選択や決断を迫られるケースも少な
くありません。今回の講座は、そうした負担を
少しでも軽くできるよう、事前の理解と備えを
目的として開催しました。
講座では、まず 代表的な6つの高齢者施設※右側
参照 を中心に、「高齢者の住まいの種類」と
「利用に必要な条件」について説明しました。
施設の種類が多く複雑なため、参加者の皆さま
も理解に苦労されており、一覧表などを用いて
整理しながら進めました。
また、有料老人ホームなどの民間施設は、契約
プランや特色あるプログラム、居住環境などが
施設ごとに大きく異なります。新しい施設も
次々と開設されているため、支援者であっても
常に情報を追うのが難しいのが現状です。
参加者からは「資料を家族に見せたい」「説明
後の座談会がとても良かった」といった声をい
ただき、気軽に学べる場として役立てていただ
けた様子でした。終わった後に家族や周囲の方
へ情報が共有されることで、将来への備えにも
つながります。

※【代表的な6つの高齢者施設】

①特別養護老人ホーム

②介護老人保健施設

③グループホーム

④介護付き有料老人ホーム

⑤住宅型有料老人ホーム

⑥サービス付き高齢者向け住宅



元気な内から伝えたい情報① ⑤ページ

12月より民生委員・児童委員が改選となります

12月1日、3年に一度の民生委員の改選が行われま
す。主任児童委員を含め、当センターが管轄する
7区・8区地域でも複数名の民生委員が交代となり
ます。皆様のお住まいを担当する民生委員をご存
じでしょうか。
 ご不明な場合は、生活福祉課（23-3000　内線：
2357）までお問い合わせください。
民生委員は、相談内容や相談相手のプライバシー
に関して知り得た情報について、秘密を厳守し、
相談相手の承諾なしに第三者へ伝えてはならない
と法律で定められています。どうぞ安心してご相
談ください。
民生委員は地域の見守り活動を行い、行政や関係
機関とのつなぎ役として重要な役割を担っていま
す。たとえば、「高齢で一人暮らしなので日々の
暮らしが不安」といった身近な福祉の相談に耳を
傾け、必要に応じて関係機関へつなぎ、支援が受
けられるようお手伝いします。
また、一部の手続きをお手伝いできる場合もあり
ます。
 「高齢者見守り登録制度」や「緊急通報装置の貸
出し」などについては、民生委員・児童委員がサ
ポートいたします。当センターとも連携し、地域
の皆様の支援に取り組んでいます。 元気なうちか
ら、ご自身のお住まいを支えてくれる人たちがい
ることを知っておいていただければ安心です。



元気な内から伝えたい情報② ⑥ページ

 詐欺予防のために固定電話対策されていますか？
当センターでも、詐欺被害に遭われる方が
時々見受けられ、相談を受ける機会が増えて
います。
特に 固定電話にかかってくる詐欺電話 が多
いため、固定電話の対策がとても重要です。
神奈川県警では、固定電話に関する被害防止
策を紹介しています。
 まだ対策をされていない方は、ぜひ参考にし
てください。
＜固定電話の主な対策＞
 ① 迷惑電話防止機能付きの電話機に変更す
る
 → 事前に警告が流れたり、迷惑電話を自動
でブロックできます。
② 留守番電話を常時設定する
 → 犯人は録音を嫌うため、被害に遭う可能
性が下がります。
③ 固定電話から携帯電話への変更を検討する
 → 名簿に載っている固定電話番号への詐欺
電話が減少します。
④ 固定電話の番号を変更する
 → 上記③と同じく、不審な電話が減る効果
があります。
⑤ 電話転送サービスを利用する
 → 自宅の電話を息子さんなど家族の携帯へ
転送し、被害を防ぐことができます。



特に参加者募集中の企画紹介！！ ⑦ページ


